






2012)。 山中 (1978)は ,不登校について 「外
的には社会的自我の未成熟とされる消極面をもち
つつも,内的には<退行 >しかも,積極面を併せ





































































ンデ ッ ド 0セ オ リー・アプローチ (以 下,M一






分析の結果,最終的に22の カテゴリー (以 下
< >で 示す)と 71の概念 (以下 【 】で示す)
が生成された。
明らかにされた 「不登校の子どもが学級集団の
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